
品質評価

成果の特徴
• 小型分光センサを使った野菜品質の評価装置（卓上型）を開発しました。
• LED照明と分光センサを一体化した聴診器型のポータブル装置も開発しました。
• 用途に合わせて定量分析や判別分析が可能です。

成果の内容

想定される用途・連携希望先
本成果は生産・流通の現場における品質管理
での利用が想定されます。
分光センサを使った生産・流通の現場におけ
る品質評価に興味をお持ちの企業との連携を
希望します。

小型分光センサを使った野菜品質の評価装置

※本研究は、内閣府戦略イノベーション創造プログラム ( 「スマートバイオ産業・農業基盤技術」）
によって実施されたものです。
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卓上型の評価装置

採用した分光センサ
（ C14384MA-01，浜松ホトニクス）

装置で取得したスペクトル（貯蔵キャベツ）

聴診器型のポータブル装置
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